






































































































子先生（ 1号）・飯田泰造先生（ 2、 5、 6号）・
櫛田磐先生（ 3号）・田島信之先生( 4 号)・芝恭
子先生（ 7号）】どれも重みのある言葉ばかり
ですし、その文面から、短期大学付属園として
のつながりの中でレポートをまとめていたこと
も伺えます。第 8号（1986年発行）以降は『は
じめに』を当時の園長土橋克子・森高ホサナが
担当しています。かえでの保育の基盤がある程
度確立し、レポート作成も現場に任されたとも
いえましょう。
＜判型＞
第15号まではＢ 5判、（第16号のみＡ 5判）、
第17号以降は読み易さを考えてＡ 4判に変更さ
れました。
＜学会発表へ＞
保育レポート第 1号の作成と同年の1977年、
かえで幼稚園は初めて日本保育学会で研究発表
をしました。（日本保育学会第30回大会「運動
会を契機とした遊びの変化」丸山・宇賀神・土
橋）この発表では倉橋賞（注）を受けました。
その後も、保育レポートと並行してまたは保
育レポートの発行の年と交互して保育学会での
研究発表を自分たちの身の丈にあった形で細々
とではありますが続けています。また、近年で
は、日本キリスト教教育学会においても、保育
の中からの発表をすることにも努めています。
保育レポートに一貫して流れる
　　　　　東洋英和のキリスト教保育の心
第 1号の一つめのレポートの題は「キリスト
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村上陽一郎園長先生を交えて「保育レポート」第21号
に向けての話し合いをするスタッフ（2013年 7 月）
育を守り継承するための貴重な問いかけとなり
ました。
どのレポートにおいても、行きつ戻りつしな
がらも辿りつく着地点はかつて宣教師の先生方
が命がけで伝えて下さったイエスキリスト中心
の保育であり、歴代の短期大学や大学の先生方
が教え続けられてきた子どもの遊び（暮らし）
を大切にする保育です。
くり返し確認されてきたことを大きくまとめ
ると、次の 5点といえるでしょうか。
・礼拝のある生活の中での「敬神奉仕」
・主体性をもって生きることを保障すること
・他者と共に生きることを支えること
・キリストにある自由を重んじること
・平和教育・希望の教育
今日も子どもたちの幸せのために
　　　　　考え合う保育者集団でありたい
今年 7月、村上陽一郎園長（大学学長と兼務）
と共に 1学期を振り返る時を持ち、その中で教
師一人ひとりが今年度の自分自身の課題を子ど
もとの生活（保育）から語りました。その話し
合いが保育レポート第21号につながっていきま
す。発行までどれだけの時間が使われるでしょ
うか。その過程での学びが、子どもの幸せな幼
児期を支えることを信じ、前に進みます。　
今をみつめ、前に進むことは、原点（歴史が
物語る真理）に戻ることでもあることを、この
原稿をまとめながら実感しています。
（大学付属かえで幼稚園副園長）
（注）倉橋賞は、1956年に故倉橋惣三氏の保育学会
における功績を記念し、日本における保育学
の研究を奨励する目的をもって創設された賞
である。1984年より、日本保育学会研究奨励
賞と名称変更された。
教保育を考える　－子どもにとって礼拝とは、
神とは何か－」です。そして、第20号の最後の
レポートの題は「【キリスト教保育】 1．平和
教育－たたかいごっこからの一考察－　 2．自
由保育について」です。その間に、子どもの自
発的な遊びからの考察・クラスの集いの中での
保育者の取り組みからの考察・造形や音楽等の
表現活動からの考察・保護者と共に歩む生活か
らの考察等、様々な題材のレポートが100余り
報告されています。
＜事例＞
この記事をまとめている最中、編集者より「第
20号にあるたたかいごっこに関するレポートを
紹介してみては？」との問いかけを受けました。
たたかいごっこに対する迷いや悩みは、この
数十年教師の中にいつの年も少なからずあり、
キリスト教に立っての対応をしながらも、ひと
つの課題でした。そのような連続性の中、2011
年度の 4歳児の生活が不安定で、遊びが低迷し
ていることの一因が「たたかいごっこ」である
と考え、「戦いは悲しいこと、武器を向けないで」
という呼びかけを、教師皆で、また保護者と共
に、様々に試行錯誤し取り組み、ひとつずつ改
善に向けることができました。
私たち教師の思いがひとつになり強められた
のは、ミス・レ－マンが戦時体制下に実践して
おられた「平和主義に徹した保育者のあり方」を、
学院が2010年に発行した『カナダ婦人宣教師物
語』の記事から教えられたことが大きなきっか
けでした。
私はその取り組みを省察したいと思い、テー
マを「『キリスト教保育』における平和教育　
―たたかいごっこからの一考察―」として、ま
ずは、2012年 6 月の日本キリスト教教育学会第
24回大会にて発表しました。そしてその発表に、
保育の中での礼拝の実践と学会後の実態、そし
てまとめを加え、保育レポート第20号に載せま
した。
反響は、学会においても保育レポートにおい
ても、思った以上に大きいものでした。みこと
ばに基づいて励ましを受けたり、共感のことば
をいただいたり、感心されたりすることも多く
ありました。一方、「子どもが喜んで遊ぶのだ
から、たたかいごっこを止めることはできない」
とか、「幼児期には生身のふれあいによる痛み
を伴う体験が大事である」等々の意見も届きま
した。いずれにしても、私たちがキリスト教保
